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今年度要求のポイント

【23年度】

118,366事 業 費

光熱水費

事業期間

施設等修繕料

平成22年度予算額

項目

人権ふれあいセンターは建築後３６年が経過し、施設・設備の老朽化が著しく、
また耐震性に問題がある。
建替えが完成するまでの間、利用者が施設を安全・安心に利用できるよう、必要
最小限度の修繕料・施設維持管理委託料等を要求するものである。

22年度予算 内容・積算等

　Ｓ４９　～　H　　

平成23年度要求額

123,057120,917

（単位：千円）

人権ふれあいセンター管理運営事業

主な要求内容

全体事業費

(単位　千円)

26,213 28,569 電気16,833水道3,992ガス7,744

その他 7,533

平成21年度決算額

施設保安等26,737設備保守点検等21,058清掃等24,629

7,200

23年度要求額

空調設備等3,500給排水等1,500機械設備等2,200

14,864 報酬等8,541　消耗品費等1,820  役務費等4,503

123,057

事業の継続実施

【今後（～24年度】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

Ｈ２２．４月～
人権ふれあいセンターあり方検討委
員会を設置し、人権ふれあいセンター
事業の現状及び再編の方向性（基本
構想・計画）を策定中

事業の継続実施

【経過（～22年度】

合計

人権ふれあいセンター事業運営及び維持管理に係る経費
①市民の自立支援・人権問題の解決に資するための総合生活相談・人
　権相談業務
②人権意識の向上等を図るため、人権啓発記事・施設紹介・事務内容
　等を掲載した情報誌の発行及び人権啓発・市民相互の交流を図るた
　めの人権ふれあいフェアの開催等
③広く市民のコミュニケーションの場として、また啓発の場として研
　修会・講演会等の利用に供するための貸館事業
④利用者が施設を安全・安心・快適に利用できるよう、施設・設備の
　日常維持管理を行い、センターを適正に管理するための施設維持管
　理事業

120,917

040

事業内容

関連事業

整理番号 07

同和問題をはじめあらゆる人権問題の速やかな解決のため、人権啓発
及び地域住民をはじめ広く市民の相互交流を推進し、市民の福祉の向
上を図る。

事業目的

事 業 名

市民人権局　人権ふれあいセンター　管理課局・課名／　　

81,771 72,424

5,400

施設維持管理等委託料


